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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～内服のダイフェンは一旦中止、右股関節X-Pの指示。異常所見なし。

・成田　富士子様～レスプレンは飲みきり中止指示。

・内山　陽大様～アリピプラゾール(12)→(6)に減薬、ロナセンテープ(20)→(40)に増量。

＜要注目患者様情報＞
・赤石　陽介様～バイタルサイン異常無し。右大腿部痛続いており、主治医よりX-P指示あり実施。異常所見はないとの事。

・中居　敬悦様～気分変動や身体不調の訴えなく、穏やかに過ごす。


＜馬渡Dr.診察情報＞
・老久保　弘美様～指示・処方変更なし。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：大久保　徳子様（おおくぼ　とくこ）様
　生年月日：昭和41年3月12日(59歳)
　病　　名：双極性障害、軽度知的障害
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
[bookmark: _GoBack]　入院形態：任意入院
　病　　棟：北病棟

　＜経過＞
　 平成3年に結婚し1子をもうけるが、平成15年2月離婚。その後
　不安感や焦燥感、抑うつ気分、不眠、意欲低下等の症状が出現
　し徐々に悪化したことから、同年4月2日当院初診。以後定期的
　に通院、就労継続支援B型事業所「ラボーロ」の利用を行ってい
　る。抑うつ気分や不眠症状が出現時は薬剤調整を行っていた。
　令和7年に入ると不安感が増強し、落ち着きのなさがみられ、幻
　覚や幻聴もきかれるようになる。徐々に仕事も休むことが増え、
　抑うつ気分や意欲低下がみられ、自身の鼾が酷く、隣人から壁を
　叩かれ起こされ不眠症状も出現。情緒不安定さもあり、休養目的
　のため入院治療の希望あり。R7年10月14日北病棟へ任意入院となる。
